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カニの横ばい競争にハッスルする老人クラブの人たち

親睦深め元気に快走
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会

十
月
二
日
、
町
民
運
動
場
で
長
浜
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

聞
か
れ
、
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

二
百
十
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

玉
入
れ
、

カ
ニ
の
横
這
い
競
争
、
宝

ひ
ろ
い
、
綱
引
き
な
ど
十
二
種
目
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
日
頃
ク
ロ
ッ
ケ

l
等

で
鍛
え
た
健
脚
ぶ
り
を
発
揮
、
熱
の
こ

も
っ
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
会
が
長
浜
町
で
行
わ

れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
が
、
親

睦
を
深
め
、
健
康
を
保
つ
た
め
に
も
末

長
く
続
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
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哩掴""'"企業誘致の足跡圃圃

先
月
号
か
ら
、
企
業
誘
致
の
足
跡
に

つ
い
て
「
目
的
や
起
源
」
を
主
に
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
企
業
誘
致

対
策
上
の
「
優
遇
措
置
」
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
減
免
等

町
で
は
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た

よ
う
に
、
長
浜
町
振
興
計
画
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
新
た
な
企
業
の
立
地
に
よ

る
雇
用
機
会
の
増
大
と
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
十
数
年
来
臨
海

部
の
用
地
造
成
を
推
進
し
、
企
業
誘
致

に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
企
業
誘
致
を

促
進
す
る
手
段
と
し
て
、
条
例
に
基
づ

く
固
定
資
産
税
減
免
等
の
優
遇
措
置
を

講
じ
て
い
ま
す
。

現
在
、
愛
媛
県
内
に
お
い
て
は
、
七

十
市
町
村
の
内
約
半
数
の
三
十
ご
一
市
町

村
が
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
優
遇
措
置
に

係
る
条
例
を
制
定
し
て
、
積
極
的
な
企

業
誘
致
合
戦
が
展
開
さ
れ
で
い
ま
す
。

町
に
ム
お
い
て
も
、
昭
和
四
十
三
年
三

月
に
制
定
し
た
「
低
開
発
地
域
工
業
開

発
地
区
指
定
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
特

別
措
置
に
関
す
る
条
例
」
及
び
「
長
浜

町
工
場
誘
致
条
例
」
に
加
え
、
今
後
の

企
業
立
地
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
、
更

に
今
年
三
月
「
長
浜
町
企
業
京
地
促
進

条
例
」
を
制
定
し
て
、
企
業
誘
致
の
促

1111  

{憂

遇

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
条
例
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

低
開
発
地
域
工
業
開
発
地
区
指
定
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例

l

こ
の
条
例
は
、
低
開
発
地
域
工
業
開

発
促
進
法
に
基
づ
き
、
製
造
事
業
の
た

め
の
施
設
を
新
設
ま
た
は
増
設
(
減
価

償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
合
計
額
が
一

千
九
百
万
円
を
超
え
る
も
の
が
対
象
)

し
た
者
に
対
し
、
当
該
事
業
に
係
る
固

定
資
産
税
の
課
税
を
三
年
間
免
除
す
る

も
の
で
す
。

長
浜
町
工
場
誘
致
条
例

こ
の
条
例
は
、
低
開
発
地
域
工
業
開

発
促
進
法
に
基
づ
き
、
町
内
に
工
場
を

新
増
設
す
る
者
に
対
す
る
奨
励
金
の
交

付
と
、
ま
た
必
要
な
援
助
を
行
う
も
の

一
一

O

て
す
O
対
象
基
準
と
し
て
は
、
製
造
事
業
の

た
め
の
施
設
を
新
増
設
す
る
も
の
で
、

投
下
固
定
資
産
が
五
百
万
円
以
上
か
っ

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
五
十
人
以
上

の
も
の
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

。
奨
励
金
の
交
付
額
及
び
限
度
額
は
、

同
定
資
産
税
額
、
使
用
料
の
当
該
年
度

措
置
」

1111 

の
収
納
額
に
、
新
設
の
場
合
は
、
第
一

年
度
十
割
、
第
二
年
度
七
割
、
第
三
年

度
が
五
割
の
率
で
、
増
設
の
場
合
は
第

一
年
度
七
割
、
第
二
年
度
五
割
、
第
三

年
度
が
三
割
の
率
と
な
っ
て
い
ま
す
0

0
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
が
適
用
さ

れ
た
場
合
は
、
奨
励
金
の
重
複
支
給
は

あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
、
こ
の
二
つ
の
条
例
は
、
対
象

を
い
ず
れ
も
一
一
次
産
業
(
製
造
業
)
に

限
定
し
て
い
る
の
が
特
色
で
す
。

長
浜
町
企
業
立
地
促
進
条
例

こ
の
条
例
は
、
長
浜
町
が
造
成
し
て

い
る
今
坊
地
区
及
び
将
来
予
定
し
て
い

る
長
浜
地
区
の
造
成
地
へ
工
場
等
を
新

設
ま
た
は
移
転
す
る
も
の
に
対
し
「
用

地
取
得
助
成
金
の
交
付
」
「
用
地
取
得

利
子
補
給
金
の
交
付
」
「
雇
用
促
進
奨

励
金
の
交
付
」
等
の
奨
励
措
置
を
講
ず

る
も
の
で
、
そ
の
内
容
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。用

地
取
得
助
成
金
の
交
付

こ
の
助
成
金
の
交
付
対
象
基
準
は
、

用
地
取
得
後
三
年
以
内
に
工
場
等
を
建

設
し
て
操
業
し
、
更
に
次
の
要
件
を
満

た
す
企
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
工
場
等

用
地
を
取
得
し
、
か
つ
工
場
等
の
建
設

面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も

の。②
前
項
の
何
れ
か
一
の
面
積
を
満
た
す

も
の
。

③
町
内
の
移
転
企
業
に
つ
い
て
は
、
前

項
の
①
②
に
関
係
な
く
交
付
す
る
。

そ
の
交
付
額
及
び
交
付
期
間
は
、
前

記
基
準
の
内
①
③
の
対
象
企
業
に
つ
い

て
は
用
地
取
得
費
の
一

O
パ
ー
セ
ン
ト

の
額
を
、
②
の
対
象
企
業
に
つ
い
て
は

五
パ
ー
セ
ン
ト
の
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
卜

年
間
に
均
等
分
割
し
て
交
付
す
る
。
但

し
、
交
付
額
が
一
億
五
千
万

円
を
超
え
る
場
合
は
、
十
五

年
間
に
均
等
分
割
し
て
交
付

す
る
。

雇
用
促
進
奨
励
金
の
交
付

こ
の
奨
励
金
の
交
付
対
象
基
準
は
、

用
地
取
得
助
成
金
交
付
の
要
件
を
満
た

す
も
の
で
、
町
内
に
居
住
す
る
従
業
員

を
十
一
人
以
上
、
か
つ
コ
一
か
月
以
上
継

続
し
て
雇
用
し
て
い
る
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。そ
の
交
付
額
及
び
交
付
期
間
は
、
工

場
等
新
設
の
場
合
、
奨
励
対
象
者
一
人

に
つ
き
十
万
円
を
五
年
間
、
移
転
の
場

ご
の
利
子
補
給
金
の
交
付

対
象
基
準
は
、
前
用
地
取
得

助
成
金
の
交
付
基
準
①
②
③

と
同
じ
で
す
。

そ
の
交
付
額
及
び
交
付
期

間
は
、
用
地
取
得
の
た
め
に

借
入
れ
た
額
か
ら
、
用
地
取

得
助
成
金
の
交
付
額
を
差
し

引
い
た
額
を
対
象
元
金
と
し

て
、
借
入
年
利
率
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
る
分
の
利
子
で

土
限
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
限
度

額
年
一
一
千
五
百
万
円
の
五
年

間
と
し
、
五
年
間
ま
た
は
十

年
間
に
分
割
し
て
交
付
す
る
。
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合
は
五
万
円
を
一
一
一
年
間
そ
れ
ぞ
れ
交
付

す
る
。以
上
が
立
地
企
業
に
係
る
優
遇
措
置

関
係
条
例
で
す
。

今
坊
・
長
浜
に
限
定

滝・るり撞まつり

こ
の
度
(
六
十
二
年
三
月
)
制
定
さ

れ
た
長
浜
町
企
業
立
地
促
進
条
例
は
、

二
次
産
業
(
製
造
業
)
以
外
の
業
種
、

例
え
ば
卸
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
も
広

く
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
も
の
の
、
一

方
、
立
地
対
象
地
区
を
今
坊
地
区
と
将

来
の
長
浜
地
区
に
限
定
し
て
い
る
の
が

特
色
で
す
。

ま
た
、
愛
媛
県
に
お
い
て
も
、
愛
媛

県
企
業
立
地
促
進
要
綱
及
び
愛
媛
県
低

開
発
地
域
工
業
開
発
地
区
に
お
け
る
県

税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
(
事
業

税
〈
三
年
間
〉
及
び
不
動
産
取
得
税
の

課
税
免
除
)
を
制
定
し
、
県
は
県
と
し

て
の
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
十

二
年
四
月
一
日
に
地
域
雇
用
開
発
等
促

進
法
を
制
定
し
、
長
浜
町
も
同
法
の
地

域
指
定
を
受
け
た
た
め
、
事
業
所
の
施

設
や
設
備
を
新
設
、
増
設
、
購
入
、
ま

た
は
賃
借
し
て
(
そ
の
費
用
の
合
計
額

が
五
百
万
円
以
上
)
新
た
に
事
業
を
始

め
、
ま
た
は
拡
大
す
る
者
に
対
し
、
(
何

し
、
そ
の
地
域
に
居
住
す
る
六
十
五
歳

未
満
の
求
職
者
を
公
共
職
業
安
定
所
の

紹
介
に
よ
り
、
常
用
労
働
者
と
し
て
雇

う
こ
と
が
条
件
)
地
域
雇
用
開
発
助
成

金
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
企
業
誘
致
の
実
績
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-歯盟E置彊璽.... 

い
い
秋
み
つ
け
た

『
自
滝
柾

一
滝
ま
つ
り
@

一

る

り

姫

ま

つ

り

一
十
一
月
十
丘

H
(
日
曜
日
)
に
滝
ま

一
っ
か
、
二
十
二

H
(
勤
労
感
謝
の
日
)

一
に
は
る
り
姫
ま
つ
り
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

一
今
年
の
『
し
ら
た
き
』
は
、
臼
滝
商

一
工
観
光
連
盟
に

S
L
委
員
会
、
青
年
連

里

絡
協
議
会
も
参
向
し
て
、
家
族
連
れ
の

皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
頂
け
る
一
日
と

す
る
た
め
、
各
種
催
し
物
を
計
画
し
、

あ
な
た
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
※
滝
ま
つ
り
は
、
雨
天
の
場
合
一
一
L
I

二
日

(
H
曜

H
)
に
順
延
し
ま
す
。

行 事 名 士嘉 所 時 間 備 考

}竜 子供みこし
貴船神社~子供の国

10 : 30~ 15 : 0。
~白滝商庖街~

ま

てコ
餅 ま き 子 供 の 国 13 : 00 

り 餅 てコ き るり姫士添付近 13 : 30~14: 30 

ちびっこ広場 子 供 の 国 10 : OO~ 15 : 00 木工、竹l馬他

五
ふるさとバザ ル 錦橋~もみじ庵 10 : OO~ 15 : 00 農林水産品他

日

白j竜関片庁クイズ るり姫塚付近 10: 00~15: 00 通行子形発行

豊年おどり るり姫塚付近 13: 00~15 : 00 2 同上演

る( 西瀧寺一白j竜商応
り二 稚 児 行 列 10 : 30~ 13 : 00 
姫十 街~ィ竜
まコ
つ日
モデル撮影会 j竜 帯 13:30~15:00 り)

「
食
と
文
化
」

え
ひ
め
農
林
水
産
ま
つ
り

豊
茂
で
何
か
が
起
こ
る

「
食
と
文
化
」
を
メ
イ
ン
テ
l
マ
と
し
て
、

生
産
者
と
消
費
者
と
の
相
互
交
流
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
農
林
水
産
業
に
対
す
る
親
し
み
と

理
解
を
深
め
、
健
全
で
活
力
あ
る
農
山
漁
村

ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
を
目
的
に
、
"
え
ひ
め

農
林
水
産
ま
つ
り
“
が
次
の
要
領
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

{
開
催
期
間
一
昭
和
六
十
二
年
十
一
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日

一
開
催
場
所
}
愛
媛
県
民
館
、
大
街

道
等一
主
な
行
事
}
ふ
る
さ
と
物
産
展
、

食
と
文
化
展
、
国
際
化
に
対
応

す
る
愛
媛
農
業
展
、
技
術
・
ア

イ
デ
ィ
ア
展
、
水
産
展
、
ふ

る
さ
と
市
コ
ー
ナ
ー
、
ち
び

っ
こ
広
場
な
ど
。

豊
茂
ふ
る
さ
と
祭
り

豊
茂
地
区
を
見
直
し
、
新
し
い
も

の
を
発
見
し
て
、
村
お
こ
し
及
び
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

"
第
一
回
豊
茂
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
"
が
次

の
要
領
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
主
催
一
豊
茂
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委

員
会一
日
時
一
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
八
日
午
前

十
時
三
十
分
か
ら

一
場
所
}
豊
茂
公
民
館
・
豊
茂
小
学
校

一
主
な
行
事
一
我
が
家
の
家
宝
展
、
菊
花
展
、
利

き
酒
大
会
、
猪
肉
即
売
、
餅
・
宝
ま
き
、
郷
土
芸
能
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

i
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
。

詳
し
く
は
、
豊
茂
公
民
館
(
念
日

0
3
0
3
)
ま

で。
セ
ザ
ス
ジ
ャ
ポ
ン
社

起
工
式
行
う

神
事
の
後
、
ベ
ル
ジ
ェ
社
長
、
原

工
場
長
、
池
町
興
業
内
山
支
庶
長
、

昭
和
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
清
古
常
務

取
締
役
に
よ
る
く
わ
入
れ
が
行
わ
れ
、

工
事
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

完
成
は
昭
和
六
十
A

-

一
年
三
月
卜
五

日
の
予
定
。

九
月
二
十
六
日
、
昭
和
サ
ボ
ア
敷

地
内
で
セ
ザ
ス
ジ
ヤ
ボ
ン
社
の
起
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
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事
前
に
知
事
の

開
発
許
可
を

開
発
行
為
の
許
可
制
度

都
市
計
画
区
域
内
で
開
発
行
為
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
市
計
画
法
に

よ
っ
て
、
事
前
に
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。

。
開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作
物

の
建
設
を
目
的
で
行
う
土
地
の
区
画
形

質
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
土
地
造
成
を
行

う
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
許
可
の
必
要

な
も
の
は
次
の
も
の
で
す
。

@
市
街
化
区
域
内
で
は
一
千
平
万
引
以

上
の
開
発
行
為

@
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
農
業
、

林
業
、
漁
業
者
の
住
宅
及
び
こ
れ
ら
の

業
の
た
め
の
建
築
物
等
以
外
で
一
定
用

途
の
目
的
に
供
す
る
開
発
行
為

，JRコーナー田

ー:歳です:3Yこま0;'~，:'~

@
前
記
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
で
は

三
千
平
方
灯
以
上
の
開
発
行
為

。
都
市
計
画
区
域
内
で
行
う
建
築
物
や

工
作
物
の
建
設
及
び
開
発
行
為
を
す
る

場
合
に
は
種
々
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
そ
の
土
地
が
所
在
す
る
地

方
局
建
設
部
、
土
木
事
務
所
ま
た
は
役

場
建
設
課
(
密
臼
|
1
1
1
1
)
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
発
許
可
を
受
け
ず
に
開
発

行
為
を
行
っ
た
者
は
、
懲
役
ま
た
は
罰

金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
毎金
月の
き保
ち険
ん料
とは

自
営
業
や
、
漁
業
・
農
業
な
ど
に
従

事
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
自
分
で
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
う
っ
か
り
し
て
保
険
料
を

(上老松)

心
の
広
い
人
に
と
願
い
、
お
釈
迦
さ
ま
の
母
親
の
名
前

「
摩
耶
」
か
ら
あ
や
か
り
「
麻
耶
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

将
来
は
平
凡
で
も
い
い
、
み
ん
な
に
好
か
れ
、
元
気
で

心
の
優
し
い
女
性
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仲間蘇耶ちゃん

昭和61年11月5日生まれ

父

1
仲
田
浩
一
一
さ
ん
幻
歳
・
母

1
洋
子
さ
ん
お
歳

納
め
忘
れ
で
い
る
と
、
将
来
の
あ
な
た

の
年
金
権
に
結
び
つ
か
な
い
ば
か
り
で

な
く
、
突
然
の
事
故
に
よ
っ
て
起
こ
る

障
害
基
礎
年
金
や
、
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
原
則
と
し
て
、
二
十
歳

か
ら
六
卜
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加

入
し
、
公
平
に
そ
の
費
用
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
一
部
の
人
が
保

険
料
を
収
め
な
い
と
、
加
入
者
一
人
ひ

と
り
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
従
っ
て
「
保
険
料
を
収
め
な
け
れ

ば
自
分
の
年
金
が
減
る
だ
け
さ
」
と
い

う
考
え
で
あ
れ
ば
、
改
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

現
在
働
き
盛
り
の
人
も
、
い
つ
か
は

年
金
を
受
け
る
年
齢
に
な
り
ま
す
。
毎

月
保
険
料
を
収
め
て
い
れ
ば
、
あ
わ
て

る
こ
と
も
な
く
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
の
皆
さ
ん
ヘ

十
一
月
十
一
日
は
、
老
齢
福
祉
年
金

の
受
け
取
り
日
で
す
。
国
民
年
金
証
書

保
管
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
最
寄
り
の
連

絡
所
、
ま
た
は
役
場
住
民
課
で
年
金
証

書
を
受
け
取
り
、
証
書
に
記
入
さ
れ
て

い
る
郵
便
局
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が

生
き
て
い
る

税
を
知
る
週
間

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国

民
が
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

瞳麗車IIE置置

瀬
戸
大
橋
の
開
通
で

一
時
間
近
づ
く
大
阪
・
東
京

J
R
四
国
で
は
、
十
月

一
日
か
ら
新
ダ
イ
ヤ
で
運

行
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
来
年
四
月
の
本
四

備
讃
線
の
開
業
に
合
わ
せ
た
も
の
で

す
。
瀬
戸
大
橋
の
開
通
で
四
国
と
本

州
が
結
ぼ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京

・
京
阪
神
方
面
へ
の
所
要
時
聞
が
約

二
時
間
短
縮
さ
れ
、
ま
す
ま
す
便
利

で
快
適
な
汽
車
の
旅
が
期
待
で
き
ま

」
9※
従
来
の
予
讃
本
線
(
海
岸
線
も
含

む
)
は
、
今
回
ダ
イ
ヤ
の
改
正
を
し

て
い
な
い
の
で
、
従
来
(
臼
・

4
・

1
改
正
)
の
時
刻
表
を
ご
利
用
下
さ

四
月
か
ら
の
新
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て

は
来
年
早
々
に
も
発
表
さ
れ
る
予
定

で
す
が
、
今
回
は
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

官
宇
和
島
、
松
山
か
ら
岡
山
直
通
(

乗
り
換
え
な
し
、
新
幹
線
接
続
)
の

特
急
列
車
を
五
往
復
運
行
し
ま
す
。

税
金
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
活

動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
か
ら
、

私
た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安
定
を
願
う

限
り
、
ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
社
会
共
通
の
会
費
で
あ
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日

ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
、
こ

日
年

新
ダ
イ
ヤ
の
概
要

所
要
時
間
は
、
松
山
|
岡
山
聞
が

約
三
時
間
(
約
一
時
間
五
十
分
短
縮

松
山
|
新
大
阪
聞
が
約
四
時
間
(
約

二
時
間
短
縮
)
に
な
り
ま
す
。

2
現
在
、
宇
野
始
発
の
寝
台
特
急
漏

戸
」
が
、
瀬
戸
大
橋
の
開
通
後
は
高

松
始
発
で
東
京
へ
の
直
通
と
な
り
、

約
五
十
分
短
縮
の
十
時
間
四
十
分
で

東
京
に
到
着
し
ま
す
(
予
讃
本
線
利

用
の
場
合
は
坂
出
で
乗
り
換
え
)
。

J

R
掲
示
板

卜
一
月
の
イ
ベ
ン
ト

O
十
一
月
三
日

金
山
出
石
寺
熊
野
大
権
現
縁
日

。
十
一
月
八
日

豊
茂
ふ
る
さ
と
祭
り

O
十
一
月
十
五
日

白
滝
公
園
滝
ま
つ
り

O
十
一
月
二
十
三
日

白
滝
公
園
る
り
姫
ま
つ
り

観
光
・
家
族
・
団
体
旅
行
等
に
は
、

J
R
四
国
予
讃
本
線
い
よ
白
滝
駅
・

い
よ
長
浜
駅
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

の
期
間
中
「
こ
の
社
会
、
あ
な
た
の
税

が
生
き
て
い
る
」
を
テ

i
マ
に
、
様
々

な
行
事
を
全
国
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

大
洲
税
務
署
で
も
、
広
く
国
民
の
皆

さ
ん
に
税
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
理

解
し
認
識
し
て
頂
け
る
よ
う
、
各
種
の

行
事
を
幅
広
く
行
い
ま
す
。

な
わ
、
税
に
関
す
る
小
冊
子
「
知
つ
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て
お
き
た
い
悦
情
報
」
や
「
わ
た
し
た

ち
の
く
ら
し
と
税
」
、
ヴ

l
ブ
レ
ッ
ト
「
国

税
の
し
お
り
」
な
ど
会
刑
志
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
川
く
だ
さ
い
。
へ
た
洲
税
政
同
署
)

翠遜露

十
一
月
三
十
日
ま
で

所
得
税
第
二
期
分
納
期

?玄室霊翠密費持

所
得
税
の
予
定
納
税
第
二
期
分
の
納

税
を
お
忘
れ
な
く
。
納
期
は
卜
-
月
一

日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

納
税
す
る
額
は
、
既
に
税
務
署
か
ら

郵
送
さ
れ
た
寸
予
定
靴
税
畿
の
通
知
書
」

に
記
載
さ
れ
た
合
額
で
す
。

室歪""霊整豆亙E橿塞謹盤.. 21世紀に向かつて園田阻7-圃・・Z霊室

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

納
期
限
(
十
A

月
三
十
日
」
に
指
定
の

会
融
機
関
の
口
座
か
弓
什
動
的
に
納
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
預
会
残
高
の
確
認
を

し
て
お
刊
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
方

は
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
な
と
で
納
め
で
く
だ
え
じ
い
く

な
お
、
納
期
限
ま
で
に
納
税
さ
れ
な

い
場
合
は
、
年
十
回
。
六
%
で
月
三

十
一
日
ま
で
は
年
仁
・
一
七
%
)
の
割
合

で
延
滞
閉
が
か
か
り
ま
す
。

パ

i
ト
で
働
く
人
に

パ
l
ト
聞
題
特
別
相
談

J
E
-
-

月
一
日
か
ら
十
日
は
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
旬
閣
で
す
。

最
近
、
家
庭
主
婦
層
を
中
心
に
ぺ
!

ト
で
働
く
人
が
多
く
な
っ
と
き
ま
し
た
f

し
か
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
つ

い
て
は
、
労
働
条
件
が
不
明
確
で
あ
っ

た
り
、
働
く
者
と
し
て
の
自
覚
が
必
ず

し
仁
十
分
で
な
い
こ
と
な
Y
二
種
々
の

問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
労
働
省
で
は

パ

l
ト
労
働
旬
開
を
設
け
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
、
雇

用
の
安
定
等
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

二
の
句
問
中
、
愛
媛
婦
人
少
年
室
で

ほ
関
係
行
政
機
関
と
共
催
し
て
、
山
ー

ト
問
題
特
別
相
訪
コ
ー
ナ
ー
を
次
の
要

に
は
大
い
に
期
待
が
持
た
れ
、
地
域
産
業
の
高
度

化
を
図
る
た
め
の
人
材
育
成
、
研
究
開
発
型
企
業

の
立
地
を
進
め
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

大
洲
近
郊
市
町
村
は
「
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
」

に
指
定
を
受
け
て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
有

線
テ
レ
ビ
等
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
導
入
に
よ
り

情
報
化
の
波
に
対
処
で
き
る
地
域
、
つ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

藤田哲朗

24歳

農業・下須戒

こ
の
よ
う
な
行
政
が
行
う
基
盤
整
備
は
、
な
む

一
一
層
進
め
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
が
、
魅
力
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
な
る
と
ど
う
し
て
も
人
e
つ
く

り
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
多
様
な
社
会
現
象

に
い
や
応
な
く
摂
り
目
さ
れ
て
核
家
族
化
、
親
子

の
結
び
つ
き
の
弱
化
な
ど
、
家
庭
環
境
を
め
ぐ
る

変
化
は
著
L
く
利
己
主
義
に
傾
い
て
い
ま
す
。
私

百ハ
FV
別
没
し
、
べ

l
卜
円
、
動
、
円
て
)
る

ノ

1
1
-
a

ノ

一

A
c
t
?
L
，

人
・
働
み
さ
ん
い
人
・
パ
ー
ト
を
雇
っ
て

い
る
入
門
こ
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
し
リ
十
九
寄
り
く
だ
さ
い
。

一
日
時
一
十
一
月
四

H
-
江
口

十
時
か
ら
午
後
六
時

一
場
所
}
ス
ー
パ
ー
「
ブ
ジ
松
山
円
」

(
松
山
市
内
四
一

1
日
)

{
相
談
受
理
内
容
}
パ

l
ト
に
関
す
る

賃
余
・
労
働
時
間
・
求
人
・
求
職
・
雇

用
保
険
・
怖
み
ご
と
・
そ
の
他

詳
し
く
は
、
愛
媛
婦
人
少
年
室
松

山
市
辻
町
二
|
コ
エ
ハ

(
2
0
ぉ
9
9
1

m
1
6
7
7
1
)
ま
で
。

た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
長
泣
い
は
、
凶
季
を
通
じ
て

臼
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
ふ
る
さ
と
を

見
つ
め
て
快
適
会
午
油
環
境
づ
く
り
存
一
考
え
て
み

て
は
ど
う
ひ
し
よ
う
か
。

夏
に
行
わ
れ
た
「
海
の
祭
典
」
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
、
今
ま
で
話
す
こ
と
も
な
か
っ
た
各
青
年
組

織
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
無
い
智
恵
を
絞
り

出
し
、
各
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
結
果
は
初

め
て
の
こ
と
で
す
か
ら
失
敗
も
数
々
あ
り
ま
し
た

が
、
成
し
得
た
喜
び
は
一
守
口
集
に
表
せ
な
い
ほ
ど
で
す
。

隣
の
芝
生
は
蒼
く
見
え
る
も
の
で
、
何
も
し
な

い
の
で
は
荒
れ
る
ば
か

η
で
す
。
子
入
れ
も
、
で

き
れ
ば
家
族
と
共
に
美
し
い
一
胞
を
想
像
し
な
が
ら

進
め
れ
ば
、
き
っ
と
心
豊
か
な
人
が
育
っ
て
い
く

は
F
で
す
。
少
し
の
努
力
と
深
い
つ
な
が
り
が
花

を
刊
か
せ
、
実
を
つ
け
、
こ
の
町
に
根
を
お
ろ
し

て
い
く
ニ
と
で
し
ょ
う
。
種
を
ま
く
の
は
誰
に
で

も
で
き
る
こ
と
で
す
。
仕
事
・
趣
味
を
生
か
し
た

り
、
情
報
・
智
忠
を
出
し
あ
え
ば
魅
力
あ
る
H

ま
ち

づ
く
り
H

と
い
う
花
を
咲
か
せ
る
ご
と
も
可
能
だ
と

信
ピ
て
パ
γ
ま
す
。
未
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
/ 午

前

"
匂
ゆ
砂
伊
ゆ
切
符
伊
柄
引
叱
附
帯
甲
骨
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MVRV申
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こ
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引
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vaUFO弘
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ャ
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J〆ピオト
h
H
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宙
都
市
が
月
に
で
き
、
宇
宙
船
に
乗
り
縦
横
無
尽

に
飛
び
回
れ
る
事
が
で
き
る
と
科
学
の
本
に
載
っ

て
い
て
、
単
純
に
早
く
て
一
十
一
世

紀
が
こ
な
い
か
な
と
期
待
し
て
い
'
ド
-

ま
し
た
。
科
学
技
術
庁
内
未
来
支
、
ト
J

陪
子
一
切
こ
仁
5
二、

-

4

ト

一

口

卓

見

で

と
や
三
一
社

L

C
一〈
1

〈

一

一

t心不

1
1
J

コ

初
め
に
は
宇

T
場

が

登

場

、

宇

環

ハ

γ

豆
急
ス
ペ
l

一7

J
ル
)
左
傾

カ
就
航
し
手
山
旅
行
も
夢
で
は
、

γい
に

な

く

な

っ

て

き

た

そ

う

で

す

の

片

立

義

戦
争
・
高
度
成
長
、
そ
し
て
情
作
品
主

報

(

国

際

化

)

時

代

と

急

速

に

社

ド

己

会

環

境

が

変

化

し

て

き

た

中

、

長

選

利

浜
に
と
っ
て
も
瀬

μ
大
橋
・
四
国
"
江
ヘ

縦
貫
高
速
自
動
車
道
の
完
成
に
ょ
ん
[

り
中
央
と
の
交
通
基
盤
、
か
確
立
さ

れ
、
経
済
流
通
が
著
し
く
激
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

物
流
だ
け
で
な
く
情
報
も
共
に
活
発
に
な
る
で
し

ょ
う
。
長
浜
に
進
め
ら
れ
て
い
る
臨
海
工
業
開
発
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圃知っておきたい消肪知識圃画国国

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日

に
か
け
て
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
国

民
一
人
一
人
の
防
火
意
議
の
向
上
を
図

り
、
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

火
災
に
よ
る
人
命
や
財
産
の
損
失
を
防

止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

普
段
、
両
気
な
く
使
用
し
て
い
る
コ

ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
も
、
使
い
方
を
誤
る

と
大
き
な
火
災
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
火
の
取
り
銀
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

一 一一

知っておきたい
謂隣知識

消
防
な
ん
で
も
命
&
A

火
災
件
数
・
原
因
は
?

た
き
火
・
ス
ト
ー
ブ
な
ど

長
浜
町
内
で
の
今
年
の
火
災

件
数
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

ま
た
火
災
の
原
因
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
か
。

h
t

今
年
九
月
末
ま
で
の
火
災
発

』
生
件
数
は
五
件
で
、
こ
れ
ら
の

主
な
原
因
は
た
き
火
・
石
油
ス
ト
ー
ブ

な
ど
で
す
。
ま
た
、
最
近
は
食
生
活
の

変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
て
ん
ぷ
ら
油
の

火
災
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

鍋
を
火
に
か
け
た
ら
目
を
離
さ
な
い

よ
う
に
し
、
電
話
や
来
客
な
ど
で
や
む

を
え
ず
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
時
は
、
必

ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

Q 消
火
器
の
設
置
は
義
務
つ

粉
末
消
火
器
が
効
果
的

一
般
の
家
庭
で
も
消
火
器
を

置
く
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
購
入
す

る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
が
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

k

一
般
の
家
庭
に
は
消
火
器
の

』
設
置
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
今
は
大
体
ど
こ
の
家
庭

で
も
万
一
に
備
え
て
消
火
器
を
置
い
て

い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
N

宝
の
も
ち

ぐ
さ
れ
々
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
使
い

方
を
マ
ス
タ
ー
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。こ
れ
か
ら
購
入
さ
れ
る
方
は
、
粉
末

〈ミ

消
火
器
の
十
型
程
度
の
も
の
が
手
頃
で

す。
消
火
器
の
悪
質
訪
問
販
売
が
目
立
っ

て
い
る
の
で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
と
ま
、
ぎ
ら
わ
し
い

行
為
と
は
?

火
災
予
防
条
例

内
山
明
集
め
焼
き
を
す
る
時
に
は
消

防
署
へ
の
届
け
出
が
必
要
だ
と

聞
き
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
そ
の
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

入
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
大
量

a

の
煙
や
炎
を
出
す
行
為
(
廃
材

の
焼
却
等
)
を
す
る
場
合
に
消
防
署
が

そ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
火
災
と
誤
り
、

ま
た
は
町
民
か
ら
の
誤
報
に
よ
っ
て
消

防
車
が
出
動
す
る
の
で
、
こ
れ
を
避
け

る
た
め
火
災
予
防
条
例
で
行
為
者
に
あ

ら
か
じ
め
届
け
出
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す。
届
け
出
の
用
紙
は
消
防
長
浜
支
署
に

あ
り
ま
す
。

内
少
量
危
険
物
u

っ
て
何
つ

一
定
数
量
以
上
は
規
制

官
4

こ
れ
か
ら
冬
場
に
か
け
て
石

{
油
ス
ト
ー
ブ
用
の
灯
油
を
ま
と

め
て
家
に
置
き
た
い
の
で
す
が
、
消
防

法
の
規
制
が
あ
り
ま
す
か
。

k

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
は
危

j

険
物
と
呼
ば
れ
、
一
定
数
量
以

上
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
た
り
取
り
扱
う

場
合
は
、
消
防
署
へ
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
個
人
の
住
居
の
場
合
は

届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
危

険
物
の
種
類
に
応
じ
て
設
備
な
ど
の
規

制
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
消

防
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔少量危険物に該当するもの〕

種類 数 量 規制されない量

カ、、ソリン 20リyトル以上 100リットル未満 灯油かん 1本

灯 j由
100リットル以上 500リットル未満 ドラムかん半分

軽 j由

重 j由 400 リットル以上 2，000リットル未満 ドラムかん 2本

、と子も

F 

d 

直

言極

圏

圃

ー
し
お
さ
い
短
歌
会
1

子
の
心
何
を
思
う
か
気
に
な
り
て
意
見

を
し
つ
つ
反
省
し
お
り

上

川

洋

子

だ
だ
こ
ね
て
欲
し
が
る
年
を
越
え
し
千

よ
耐
え
る
気
持
が
我
に
っ
た
わ
る

島

田

光

子

思
い
出
の
曲
を
い
く
つ
も
弾
く
娘
時
々

曲
が
涙
に
と
ぎ
れ
る

平

野

春

子

夕
暮
れ
て
烏
と
餌
を
分
ち
合
う
孤
と
出

合
い
ぬ
藻
岩
山
に

松

田

益

子

柔
か
く
白
き
手
足
に
触
れ
て
み
る
吾
子

は
ゴ
ム
製
博
多
人
形

そこ
四一 古z つ才1

-~ム d と夕日は ~， 居士
宇宅設うf1i詰( 町内でと i Ltは、
『喧歩-- 、......- 'li る草ム

l，くJJK?? 門5'::;:::~:::日~~ l， ι 
" tc_町コこしのノ百二年か買町 I ラつ
さ内をれた台コ九一十度げつ内? ダて
いて買か C 所消十二はでてで l'ン頼記出真
ヰ買うら に費九万四、 I項頁夕
O つとも 税円一二i千六 Lい道パ Fι砂、日る富
てき りが σ:千七十たコ}代“か美

し'___'''--'-'.---，，，--，-'ー.-'''-'''-'''_'''_'''-'''-中_，，~ミ ，^--，'<->Y--.>.'~二一品子 も子
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勤
務
後
の
時
聞

を
大
切
に

ふ
つ
う
日
本
人
に

と
っ
て
、
一
日
三
凶

の
食
事
の
中
で
も
っ

と
も
時
間
を
か
け
、

内
容
の
豊
富
な
食
事

を
取
る
の
が
「
夕
食
」

で
す
。
こ
の
夕
食
の

取
り
方
は
、
ヘ
ル
ス
・

チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
非
常
に
大
切
な
意
味

を
も
っ
て
い
ま
す
。

-
般
的
に
日
本
人
は
、
時
間
に
追
わ

れ
て
朝
食
や
昼
食
の
質
・
最
を
十
分
と

れ
な
い
だ
け
に
、
不
足
し
た
分
を
夕
食

で
補
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

時
間
を
か
け
て
作
り
、
時
間
を
か
け
て

た
く
さ
ん
の
量
を
食
べ
た
後
、
す
ぐ
寝

て
し
ま
う
の
で
は
肥
満
の
原
閃
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
勤
務
時
間
以
外
は
仕
事
に
疲

れ
て
も
っ
ぱ
ら
テ
レ
ビ
見
物
、
と
い
う

生
活
も
肥
満
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
食

べ
た
ら
そ
の
分
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
、
勤
務
後
の
自
由
な
時
間
の
過

ご
し
方
に
工
夫
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

夕
食
時
聞
か
ら
就
寝
時
間
ま
で
の
開
に

一一一一一今日も元気で

何
を
す
る
か
が
、
健
康
な
生
活
を
送
る

う
え
で
重
要
な
の
で
す
。

晩
酌
の
習
閣
は

ほ
ど
ほ
ど
に

晩
酌
の
習
慣
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
入

ら
な
い
と
食
欲
が
出
て
こ
な
い
と
か
、

寝
つ
か
れ
な
い
と
い
う
の
で
は
問
題
で

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
で
も
食
欲
が
わ

チ
一
工
一
ソ
ク
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
逃
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

夕
食
の
量
を
減
ら
し
て

肥
満
解
消

肥
満
を
治
す
も
っ
と
も
簡
単
な
方
法

は
、
就
寝
前
の
食
事
を
控
え
る
こ
と
と
、

朝
食
・
昼
食
の
内
宍
H

を
豊
富
に
し
て
夕

食
の
量
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
多
く
の

人
が
、
こ
れ
と
は
逆

「
食
べ
た

G
使
う
」

U

何
日
間
一
日

て
減
量
に
失
敗

こ

と

を

忘

れ

ず

に

い

て

い

ま

す

o

肥
満
体
を
誇
っ
て

い
る
相
撲
取
り
は
、
一
日
二
回
し
か
食
事

を
取
り
ま
せ
ん
。
稽
古
で
腹
を
す
か
し
、

消
化
の
よ
い
チ
ャ
ン
ゴ
鍋
を
腹
い
っ
ぱ

い
食
べ
た
ら
昼
寝
を
す
る
生
活
で
H

肥

知
っ
て
い
て

病
気
の
も
と
を

作
る
ま
い

健
康
は
自
分
で
作
り
、
自
分
で
守
る

べ
き
も
の
で
す
。
そ
れ
に
は
日
頃
の
照

満
体
M

を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
た
め
に
は
、
夕
食
の
取
り
方
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
み
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
時
聞
を
か
け

て
ゆ
っ
く
り
か
ん
で
食
べ
る
と
、
量
が

少
な
く
て
も
満
腹
感
が
得
ら
れ
る
は
ず

で
す
。今

月
の
日
曜
の
司
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
収
急
患
者
の

ト
刀
だ
け
で
す
。

4 か O 昭
月ら 11，.......， :f口
2月:62 
5 時 19司一一年
月 日:士量。 3
生対 :馬見j月
ま象伺T: ，巴:
れは体 .ι6
の昭育:IJ日;月
方不日館 fX.生
o 61 ・茶革: ま
年午 j長A れ
3 後 1: 日~:の
月 11 万、時1..........

円と午午時 O か 0
0 し 後前 3011 …・ 1 ら 11
て 1 11壬ケ月 ，円......: 1 月
35時時か 12: R巾j時 17
歳 30から R，一、， 30臼
以分ら 10 ・"11:分
I~ か 11 日寺白 . . 田丁
のら H寺30~，量、ノ: i本
方 2 40分公・.".. : 育
。時分 民.岳会・ 館
横 30 楠館 :1)尺
診分町生 .るe、;
料 f本ノj、午:自主合・
金原育学前:
百則館校 9

…

献

血

…

0
1
月

日

日

町

体

育

館

午

前

9

時

却
分
か
ら
ロ
時
ラ
イ
ジ
ン
グ
飯
田
長

浜

工

場

午

後

1
時
日
分
か
ら
2
時
却

分

白

滝

公

民

館

午

後

2
時
日
分
か

ら
3
時
加
分

祝
祭
日
に
は

国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

く
よ
う
な
生
活
、
ま
た
寝
つ
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
生
活
の
仕
方
を
見
つ
け

出
す
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
う
え
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
楽
し
わ

O
H
月
1
H
石
村
病
院
包
⑬
0
2
7
5

の

で

あ

れ

ば

問

、

H

H

3

0

日
月
3
日
清
ぷ
医
院
宮
⑫
2
8
8
3

題

は

な

い

の

で

一

l
ノ
一
一

0
1月
8
日
米
川
医
院
密
⑬
0
1
6
5

す
が
、
「
食
欲

j

l

/

O

日
月
日
日
岡
田
医
院
患
0
6
3
9

増

進

剤

だ

」

と

私

論

調

W

M

F

0

1

月
沼
口
菊
地
医
院
宮
⑬
0
2
0
9

か

「

睡

眠

薬

代

臨

時

臥

ぷ

2
2日
門
屋
医
院
宮
⑫
0
2
0
2

わ

り

だ

」

な

ど

網

打

川

υい
L

O

H

月

却

日

辻

医

院

宮

⑬

0
1
7
4

と
ア
ル
コ
ー
ル

l

F

九

乳

児

健

診

の
功
徳
を
有
り

f

難

が

っ

て

い

る

正

0
1
月

日

日

町

体

育

館

午

後

1
時

と

、

ヘ

ル

ス

・

か

ら

2
時
対
象
は
昭
和
田
年
比
月

生
が
肝
要
で
、
健
康
。
つ
く
り
の
基
本
は
健
康
に
対
す
る
禁
句
を
挙
げ
る
と
、
か
と
い
っ
て
病
気
で
も
な
い
の
に
、

適
度
の
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
三
つ
に
不
規
則
な
食
事
を
続
け
る
、
飽
食
す
る
あ
れ
が
い
け
な
い
、
こ
れ
が
い
け
な
い

つ

き

ま

す

。

栄

養

の

偏

っ

た

食

事

を

す

る

、

酒

の

飲

と

、

杓

子

定

規

に

生

活

を

し

ぼ

り

、

む

日
で
い
う
の
は
簡
単
で
も
、
そ
れ
を
み
過
ぎ
、
喫
煙
、
自
分
の
体
力
を
超
え
い
し
い
物
も
食
べ
な
い
の
で
は
人
生
が

実
行
す
る
の
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
あ
た
運
動
を
す
る
、
徽
復
マ
ー
ジ
ャ
ン
な
味
気
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

り
ま
せ
ん
。
裏
返
し
て
一
百
う
と
、
健
康
ど
夜
ふ
か
し
を
続
け
る
、
睡
眠
を
十
分
す
べ
て
は
節
度
が
大
切
で
、
い
け
な

を
債
な
う
の
は
比
較
的
た
や
す
い
と
い
と
ら
な
い
な
ど
、
い
く
ら
で
も
並
べ
る
い
こ
と
を
知
っ
て
い
て
や
る
の
が
-
番

う

こ

と

で

す

。

こ

と

が

で

き

ま

す

。

悪

い

ノ

・

要

は

不

言

実

行

あ

る

の

み

で

す

。
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口口い

九
月
二
十
一
日
、
伊
達
政
宗
に
ふ
ん
す
る
西
田
町
長
と
愛

h
一

姫
に
ふ
ん
す
る
津
田
真
子
さ
ん
(
十
九
歳
・
A
7
坊
)
を
先
頭
口

に
、
総
勢
約
三
十
人
の
一
行
が
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
商
庖
口

街
を
パ
レ
ー
ド
し
口

た
。
秋
の
交
通
安
巳

全
運
動
の
一
環
と
口

し
て
行
な
わ
れ
た
日

こ
の
パ
レ
ー
ド
、
口

交
通
事
故
に
は
く
口

れ
ぐ
れ
も
注
意
し
「
l
]

た

い

も

の

。

「

い

伊
達
政
宗
長
浜
に
上
陸
行

ー
秋
の
交
通
安
全
運
動
1

ルポ@図書館だより

長
浜
町
森
林
組
合
(
和
田
永
吉
組
合
長
)
で
、

カ
サ
が
逆
さ
に
な
っ
た
シ
イ
タ
ケ
が
発
見
さ

れ
た
。
共
選
作
業
中
に
見
つ
か
っ
た
こ
の
し

い
た
け
、
不
思
議
な
こ
と
に
カ
サ
の
裏
で
あ

る
は
ず
の
ヒ
ダ
の
あ
る
方
が
上
を
向
き
、
表

で
あ
る

は
ず
の

方
か
ら

足
が
出

て
い
る

と
い
う

変
わ
り

も
の
。
初

め
て
見

る
裏
返
り
し
い
た
け
に

関
係
者
も
驚
い
て
い
た
。

しいたけか 1け平+1か?
~裏返りしいたけ~

口
口
口
口
口
口
口
川
口
口
[

時ン形き供て主運太童歳加よ
間ス劇んたい催動陽を以しう jL

高Zすこ32与主2Z去う主里 1狼
ごでオん「の毎協かに就五つ干第だ
し楽 J L_あで年議あ長学長り、五六 J
たしクのか、開会さ浜前、が日間/

。いダ人ず子いがん町児三翌一言逃

門市 Rワ
開言語つ
f本つ
父育 H
JL 長官 i 
七で J

百第
J¥ア〈
十回
人長
が、 I兵
参町

リ

島~ø
口

口

口
口

口
口

口

健
康
な
毎
日
の
た
め
に

i
健
藤
ま
つ
り

i

九
月
三
十
六
日
、

A
7
坊
集
会
所
な
ど
で
、
第
二
回
健
康
ま

つ
り
が
聞
か
れ
た
。

こ
れ
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
会
場
に
は
健
康
診
査

コ
ー
ナ
ー
、
食
生

活
改
善
コ
ー
ナ
ー

な
ど
各
種
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
、

N
T

T
松
山
逓
信
病
院

産
婦
人
科
部
長
の

今
井
洋
子
先
生
に

よ
る
「
日
々
の
生

活
と
健
康
」
の
講

演
も
あ
り
、
毎
日

の
生
活
管
理
を
呼

び
か
け
た
。

口口二日日口口口口口口口口口口[

…
間
働
官
出
川
幽
…

一

新

刊

図

書

案

内

宣

子

か

ら

の

メ

y
セ
l
一

ン

一

木
原
武
一
川

町

一

一

般

図

書

一

子

ど

も

た

ち

に

と

っ

て

死

と

は

…

市

台

所

昆

虫

記

一

エ

リ

y
ク
・
ロ

i
フ
ォ
ス
M

川

一

さ

ら

え

書

一

房

へ

内

接

着

の

ひ

み

つ

-

最

澄

を

辿

る

永

井

路

子

仙

…

脳

死

と

は

な

に

か

講

談

社

奥

州

平

安

黄

金

の

世

紀

荒

木

仲

介

内

ザ

光

の

街

・

影

の

街

モ

ダ

ン

建

築

の

旅

現

代

の

鎖

国

ア

ル

パ

ニ

ア

…

川

平

凡

社

日

本

放

送

出

版

協

会

川

…
人
と
文
化
の
す
が
た

N
H
K
平
安
京
ロ
マ
ン
の
旅
学
研
…

…
絵
本
と
は
何
か
)
日
本
エ
デ
イ
中
東
を
読
む
キ
イ
ワ

I
ド

一

川
絵
本
を
見
る
目

{

7

t

y

浅
井
信
雄
M

，

V

3

l

=

:

l

 

市
絵
本
を
読
む
一

:

J

:

図
説
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

i
シ
w

w
l

一

ル

出

版

部

N

V

絵

本

の

与

え

方

、

ョ

ン

山

本

明

叫

川

再

見

・

西

域

内

田

一

成

レ

パ

ン

ト

の

海

戦

塩

野

七

雄

内

一

五

千

四

の

生

死

宮

本

輝

さ

ば

く

に

ね

む

る

ミ

イ

ラ

一

…

川
マ
ン
ガ
経
済
入
門
石
の
森
章
太
郎
日
本
人
は
、
ど
ご
か
ら
き
た
の
一
山

…

恐

慌

が

迫

る

大

森

実

た

か

し

よ

い

ち

…

川
医
者
か
ら
も
ら
っ
た
薬
が
分
か
る
本
ゆ
き
子
は
い
ま
十
二
歳
辻
邦
…

木

村

繁

ふ

し

ぎ

な

こ

と

は

こ

と

ば

の

ふ

し

川

?

芸

心

の

活

か

し

方

細

木

数

チ

ぎ

池

上

嘉

彦

一

…

盗

み

に

追

い

つ

く

泥

棒

な

し

ル

ピ

l
色

の

旅

堀

内

紀

子

山

川

赤

川

次

郎

最

後

の

日

+

十

二

年

金

の

星

社

山

市

交

の

人

生

度

胸

し

だ

い

わ

す

れ

ら

れ

た

命

の

詩

ポ

プ

ラ

社

一

川

広

瀬

久

美

子

ひ

と

り

ぼ

っ

ち

に

さ

よ

う

な

ら

叫

…

勇

者

還

ら

ず

落

合

俊

彦

佑

学

社

一

一

経

済

大

国

へ

の

苦

脳

地

球

の

中

心

の

旅

岩

崎

書

庖

…

叩

N
H
K
取
材
班
比
叡
山
間
創
二
一

O
O年
記
念
二
千
山

内

ナ

イ

ン

井

上

ひ

さ

し

口

回

峰

行

野

木

昭

輔

一

間
四
国
の
百
山
高
知
新
聞
編
集
局
う
ち
の
ご
は
ん
は
ム
お
い
し
い
ぞ
山

山

青

春

|

モ

ス

ク

ワ

と

詩

人

た

ち

日

本

社

m

…

安

井

筒

子

ま

ち

が

い

食

品

学

中

央

公

論

社

…

一

歩

き

書

き

土

に

聴

く

松

田

解

子

死

へ

の

準

備

日

記

朝

日

新

聞

社

…

川

ユ

ー

モ

ア

感

覚

織

田

正

吉
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金
出
出
石
寺
・
滝
・
豊
年
お
ど
り

テ
レ
ホ
ン
カ

l
ド
発
売

各璽テレホンカード発売

別
格
本
山
金
山
出
石
土
?
の
大
師
堂
一
改

築
落
慶
一
周
年
を
記
念
し
て
、
十
一
月

三
日
に
「
弘
法
大
師
修
行
像
」
「
神
山

院
家
御
染
筆
」
「
金
山
出
石
土
手
」
の
一
-
一

種
類
の
オ
リ
シ
ナ
ル
テ
レ
ホ
ン
カ

l
ド

を
、
千
枚
限
定
で
発
売
し
ま
す
。

。
弘
法
大
師
修
行
像
一
セ
ッ
ト
販
売

O
金

山

出

石

寺

7
1
0
0
0円

。
神
山
院
家
御
染
筆

「
雪
」
・
「
月
」
・
「
花
」

セ
y
ト
販
売
二
、
一

O
O円

予
約
申
し
込
み
は
、
出
石
寺
(
宮
町

c
o
l
l
)
テ
レ
ホ
ン
カ

1
ド
反
の

会
(
宮
町
1
0
0
0
0
)
ま
で

ま
え
、

S
L
委
員
会
で
は
白
滝
の
滝

を、

N
T
T
で
は
下
須
戒
の
豊
年
む
と

り
を
、
ど
ち
ら
も
十
一
月
十

H
仁
発
売

し
ま
す
。
枚
数
は
豊
年
お
ど
り
て

0

0
0枚
、
白
滝
の
滝
八

O
O枚
の
限
定

販
売
で
す
。

O
豊

年

お

ど

り

九

O
O円

。

滝

九

O
O円

予
約
申
し
込
み
は
、

S
L
委
員
会
(
信

回

1
1
1
1
1
)
長
浜
町
商
工
会
(
密

お
年
玉
っ
き

年
賀
は
が
き

十
一
月
五
日
発
売
H

お
年
玉
っ
き
午
賀
は
が
き
を
今
年

も
十
一
月
五
日
か
ら
発
売
し
ま
す
。

日
l
o
s
-
2
)
N
T
T
伊
予
長
鋲
電

報
電
話
局
(
窓
臼
1
0
0
0
0
)
ま
で
。

種
類
は
、
四
十
円
の
普
通
年
賀
は

が
き
と
、
裏
面
に
新
年
に
ふ
さ
わ
し

い
絵
柄
を
印
刷
し
た
、
四
十
五
円
の

寄
附
金
付
年
賀
は
が
き
で
す
。

む
近
〈
の
切
手
類
販
売
所
や
郵
便

局
で
、
早
め
に
わ
買
い
求
め
く
だ
さ

い

。

郵

便

局

金山出石寺豊年おどり

収
納
代
理
金
融
機
関
に

東
邦
相
互
銀
行
長
浜
支
匝

長
浜
町
の
収
納
代
理
念
融
機
関
に
、

東
邦
梱
互
銀
行
長
鋲
支
府
が
指
定
き
れ

ま
し
允
c

取
り
扱
い
は
十
一
月
一
一

H
か

ら
開
始
さ
れ
ま
ト
ヒ

青
年
の
家
ま
つ
り
開
催

刊
戸
川
刊
日

1
日
日

蛇
域
各
種
団
体
と
の
連
携
の
も
と
に

九
種
の
催
し
を
行
い
、
地
域
の
人
々
に

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
人
々

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
ご
と
を
目
的

と
し
て
H

長
田
年
の
家
ま
つ
り
U

が
次
の

要
慣
び
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
主
催
一
国
す
一
大
洲
青
年
の
家

一
開
催
期
間
一
昭
和
六
十
二
年
十
一
月

十
四
日
か
ら
十
五
日

一
場
所
一
国
立
大
洲
青
年
の
家

一
主
な
行
事
}
名
画
劇
叫
(
二
十
四
の

時
)
、
ス
ポ
l
y
大
会
、
各
種
展
示
会
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
l
ル
、
ポ
二

l
牧
場
、

ア
ニ
メ
大
会
、
カ
ヌ

i
ラ
ン
ド
な
と
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
B

展
開
催

け
月
U
E
i
羽
田

し
へ
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
で
は

地
域
の
方
の
防
火
意
識
の
高
拐
を
阿
る

た
め
、
次
の
要
領
で
ポ
ス
タ
ー
展
を
開

催
し
ま
す
。

一
日
時
一
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
二
十

七
日
か
ら
卜
一
月
二
一
十
日

{
場
所
一

A

コ
1

ブ
大
洲
町
内

{
展
示
作
品
一
大
洲
市
・
喜
多
郡
内
の

各
小
学
校
六
年
生
の
防
火
ポ
ス
タ
ー

{
催
し
物
一
十
一
月
一
一
十
六
口
、
チ
ピ

ツ
ゴ
広
場
で
ミ
ニ
消
防
車
試
乗
、
ポ
ン

プ
自
動
車
展
二
亦
、
映
同
上
映
他
c

全
国
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間

日
月
ば
、
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強

調
月
間
で
す
。
家
庭
、
学
校
、
地
域
社

会
が
一
体
と
な
り
、
青
少
年
育
成
国
民

運
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
ご
と
に
よ

り
、
一
層
の
充
実
と
定
着
化
を
同
り
ま

し
ょ
P
7
つ

ご
存
知
で
す
か

犯
罪
被
害
給
付
制
度

犯
罪
被
害
給
付
制
度
は
、
殺
人
、
傷

}
一
日
罪
な
ど
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、

不
慮
の
死
を
遂
げ
た
人
の
遺
族
や
重
い

身
体
障
害
に
な
勺
た
人
に
、
凶
が
「
犯

罪
被
害
者
等
給
付
金
t

会
支
給
す
る
制

度
で
す
。

一
支
給
対
象
者
}
犯
罪
に
よ
っ
て
化
亡

し
た
被
害
者
の
第
一
順
位
の
遺
族
が
、

重
度
の
障
害
を
受
け
た
被
害
者
本
人
で

す。
給
付
金
を
交
け
る
た
め
の
手
続
き
は

被
害
を
受
け
た
臼
か
ら
二
年
以
内
に
、

そ
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
口
公

に
中
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
受
け
付
け
は
警
察
本
部
、
ま
た

ほ
住
所
地
を
仕
円
融
和
十
る
警
察
署
で
行
っ

て
い
ま
す
。
表

彰

*
*
*
 

畑
中
ヨ
シ
さ
ん

優
良
母
親

出
海
の
畑
中
ヨ
シ
さ
ん
(
六
七
)
は
時
子

家
庭
に
あ
っ
て
子
供
与
」
」
1
1
派
に
養
育
し
、

健
全
な
家
庭
を
築
い
た
こ
と
に
よ
り
、

十
月
四
日
、
県
民
文
化
会
館
で
開
か
れ

な
愛
媛
県
母
F
j
寡
婦
福
祉
大
会
の
席
上
、

伊
賀
貞
雪
愛
媛
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
r

一

自
衛
宮
募
集

自
衛
隊
で
は
、
陸
上
、
海
上
、
杭
?

の
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
け

一
応
募
資
格
}
十
八
歳
以
上
、
二
十
五

歳
未
満
の
男
子

入
隊
を
希
宅
さ
れ
る
方
は
、
役
場
住

民
課
(
宮
町
1
1
1
1
l
)
ま
た
は
自

衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

(
g
U
1
4
1

2
3
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
〉

第
二
回
受
付

日
月
お
日
に
延
長

年
金
住
宅
融
資

昭
和
六
十
二
年
度
第
二
同
年
余
住
宅

融
資
の
受
付
期
限
が
、
十
一
円
一
一
十
五

日
ま
で
延
長
き
れ
ま
し
た
。

{
利
用
で
き
る
方
}
現
在
厚
生
年
金
保
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険
の
加
入
者
で
、
加
入
期
聞
が
一
一
一
年
以

上
あ
る
方
(
国
民
年
金
期
間
通
算
吋
)

一
資
産
の
使
い
み
ち
一
新
築
住
宅
・
マ

ン
シ
ョ
ン
・
建
売
住
宅
・
中
古
住
宅
の

購
入
及
び
噌
改
築
な
ど
の
住
宅
改
良
資

金
(
無
抽
選
・
先
着
順
)

一
融
資
金
額
一
所
要
資
金
の
八

O
%
以

内
で
、
最
高
千
五
一
白
万
円
ま
で
(
老
人

.
身
障
者
の
割
増
あ
り
)

{
融
資
利
率
}
年
四
・
四
五

M

{
返
済
方
法
}
元
金
均
等
償
還
・
元
利

均
等
償
還
選
択
可

{
そ
の
他
一
大
型
住
宅
・
中
古
住
宅
・

増
築
改
良
は
年
間
常
時
受
け
付
け
て
い

宇
品
」

9
0

詳
し
く
は
、
社
団
法
人
愛
雄
年
金

福
祉
協
会
(
愈

0
8
9
9
1
4
1
7
6

6
7
)
ま
で
。

読
書
感
想
文
募
集

(有)岸本印刷印刷(毎月 1日発行)昭和田年11月1日発行昭和田年'1月号広報ながはま

一
締
切
}
昭
初
六
十
二
年
十
一
一
月
-
一

ト
一
日
必
着

一
送
り
先
}
長
浜
町
中
央
公
民
館
読
書

感
想
文
作
品
募
集
係

一
発
表
と
表
彰
一
入
選
作
品
は

η

公
民

館
報
μ

第
三
十
一
一
号
で
発
表
し
、
応
募

作
品
は
「
読
書
感
想
文
集
」
と
し
て
収

録
し
ま
す
。

雇
用
保
験
に
加
入
し
て

社
会
保
障
制
度
の
充
実
を

険
適
用
促
進
月
間
)

月
一
日
か
ら
一
一
一
十
日

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

ψ 

|選

~ 

長長

浜浜

向;美
井田

1専敏
美勝

(
ニ
五
(一一一

保
護
者
氏
名

矢
野
利
一

亀

岡

勇

西

村

喜

之

和

田

英

待

宮
下
喜
之
犬

山

口

喜

生

上

田

裕

城
本
誠
一

中

嶋

降

松
川
憲
一
一

後

藤

富

隆

お
く
や
み

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

地域別人口・世帯数 (S62年10月 1日現庄)

大字
人 口

世帯(戸)
男(男) 女(人) 計(人)

仁久 141 139 280 107 

黒長青 浜島田

1，414 1，691 3，105 1，077 
42 56 98 55 
187 192 379 119 

沖 j甫 578 648 1，226 375 

櫛今 坊生
325 368 693 186 

394 466 860 270 

須 沢 95 97 192 53 

，'H 海 376 391 767 260 

|い穂ド須戒積
500 559 1.059 299 

69 77 146 39 

と老松 156 166 322 90 

豊茂 394 413 807 229 

白 i竜 439 535 974 356 

戒川 155 146 301 89 

大越 32 23 55 16 

柴 324 340 664 200 

合計 5.621 6，307 11，928 3，820 

引出物にもらったハンドア

リーナーは机辺に置いでわく

と、 ま三とに{更干りカずよい。 目

に見えないごみや竣、不用意

に落としたたばこの灰など跡

かたもなく I向いとって常に清

潔を保つ亡くれる。ところが

切れた電池を入れ替える機会

にクリーナー白{本をよくみで

見ると、かなり長い聞の壊や

J由垢のようなものまでくっつ
いて汚ないことわびただしい u

周囲はまことに見事に締麗に

してくれるが、己れ自身を結

麗にする力はなか Jたのだ o

A 近頃はごのハンドクリーナ

ーのような人聞がふえている

ように思えどならない。言論

の時代を反映して人前でしゃ

べることは実に締麗で立派で

あり手ドのヂ了ち戸斤もなく人を J~

f与してやまない手合が、自分
自身のごとになるとちっとも

清められていない。これは華青

神文化が低い証拠とリわねば

ならない o ......実りの秋、食注文

の秋、スポーツの秋と共に読

書の秋と昔から干かえられてい

る。漫画や週刊誌だけでなく

少しは肩のごるような中味の

ある書物の一冊くらいは読ん

で欲しい。物質の実りは十二

分に達成されたといえるが、

心の実りは逆に益々薄らいで

いる昨今である。

的同年

9
R長
浜
町
役
場
届
出
分

(
敬
称
略
)

イ主

所

名

婚
掘
届
時
年
齢

氏

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

今今 戒1:.'H戒黒山1::.A 住
柴老 老

訪坊 川松海川田海松滝所

長
浜
石
井
ヨ
、
ン
ヱ
(
七
八
)

下

須

戒

加

藤

敏

一

(

八

九

)

豊

茂

平

井

子

サ

チ

(

七

七

)

{テ
l
マ

}

わ

た

し

の

最

も

感

銘

を

受

人

7

均
一
合
上
チ
ヱ
子
(
七
二
一
)

け

た

本

・

わ

た

し

と

親

子

読

書

・

グ

ル

長

浜

谷

凶

薫

(

五

九

)

l
プ

読

書

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

白

滝

大

西

コ

ハ

ル

(

八

一

二

)

{

応

募

資

格

}

町

内

居

住

者

¥

長

浜

演

田

誠

(

二

二

)

白

滝

尾

上

ヨ

シ

ノ

へ

と

七

)

櫛

生

桑

野

春

太

郎

「

七

九

)

一

応

募

方

法

}

四

百

字

詰

原

稿

用

紙

三

/

大

洲

市

平

松

由

香

里

(

一

九

)

下

須

戒

大

野

ス

ヱ

カ

(

八

万

、

一

今

坊

仲

尾

柳

栄

(

七

九

)

枚

以

上

五

枚

以

内

(

小

学

生

の

み

二

枚

¥

今

坊

谷

上

春

樹

(

二

O
)

沖

浦

笹

田

ハ

ヤ

(

八

五

)

長

浜

矢

野

モ

、

コ

一

六

一

パ

一

以

上

三

枚

以

内

)

一

人

一

点

/

人

ブ

坊

高

橋

敦

子

(

一

一

O
)

長

浜

池

内

ト

ラ

ヱ

一

ヘ

仁

九

)

沖

浦

梁

旧

コ

メ

(

八

七

)
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F
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u
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w
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F
U
F
L
F
h
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W
/
U
F
L
F
i
v
L
v
r
b
'
L
V
6
u
v
t
y
h
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L
v
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u
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v
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u
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w
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w
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長三長長二三二長長長長長続
女男女男男男女女女男女柄

望清絞達仏 法廷美ミ領児潤 7 智宇
美也香哉司 チヨミ子 3 子名

鰍
編
集
後
記
蜘

朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
肱
川
嵐

も
吹
き
始
め
ま
し
た
。
な
べ
物
、
セ
ー

タ
ー
な
ど
嘆
か
い
も
の
が
悲
し
く
な
る

と
同
時
に
、
火
を
使
う
こ
と
が
多
く
な

る
季
節
で
す
。

今
月
二
十
六
日
か
ら
来
月
二
日
に
か

け
て
の
H

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
H

に
合
わ
せ
て
本
紙
で
も
「
知
っ
て
わ
き

た
い
消
防
知
識
」
と
い
う
特
集
を
組
ん

で
み
ま
し
た
。
火
は
上
子
に
使
っ
て
こ

そ
便
利
な
も
の
で
す
。
火
災
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
月
の
八
日
に
は
豊
茂
で
ふ

る
さ
と
祭
り
が
、
二
十
三
日
に
は
白
滝

で
る
り
姫
祭
り
が
聞
か
れ
ま
す
。
祭
り

を
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域

の
活
性
化
を
図
り
、
町
づ
く
り
を
皆
ん

な
で
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
(
守
二


